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を大きく引き離している。ブラジルも 2012年に過去最高の 380万台，第 4位に躍進し，第 3位
日本（近年のピークは 2013年の 537万台）に迫った。インドも 2012年に 360万台，第 5位となり，

















1 本稿は，現地調査（ブラジルは 2013年 3月，アルゼンチンは 2006年 8月と 2013年 3月に実施）で入手した資
料とヒアリング結果，ANFAVEA（Associação Nacional dos Fabricantes de Veículos Automotoresブラジル自動車工











輸入車を含めると 380万台を超える規模に達し，中国（過去最高は 2015年の 2460万台），米国（同




率 17.91%)を反映して好調であった。同時期のブラジルの自動車輸入も 7万台から約 80万台ま
で十倍以上に伸びており，輸入相手の約半分がアルゼンチンを中心とする南米諸国で，ブラジ
ルが南米市場の成長を主導していると言えよう。





ンは国内生産の半分以上（過去最高の 2011年で生産 80万台中 50万台）を輸出しており，生産
規模もブラジルに次いで大きい 3。













3 南米全体の市場規模（南米で自動車の販売統計が整備されている 6カ国の合計）は 2014年で 5,058,405台，そ





い。レアルは 2012年頃の 1米ドル＝ 2レアルの水準から，2015年には 4レアルと半分近くまで
下落した。2016年夏には 1米ドル＝ 3レアル程度まで戻しているがそれでも 50%程度の下落で
ある。このレアル安が，ドル換算したブラジルのGDPを押し下げている。
　ただ，インフレ率が 10%近いこともあり，レアル建ての名目GDP成長率を計算すると 2012 〜
16年で 7.2%となり，ドル換算した場合と異なり成長を維持しているように思われる。そこで，












国内自動車市場」を予測すると 280万台となる見込みである。過去最高の 2012年が約 380万台だっ
たので 100万台減となる。それほどまでに，2012 〜 15年の落ち込みが深刻なのであり，未曾有の
落ち込みと言えよう。図 1-2のとおりアルゼンチンも同様の急成長と急落を経験している。











　メルコスールは 1995年 1月 1日の発足時点から，一部の例外品目を除いて域内加盟国間貿易
の関税率をゼロとしている。現在でも例外品目として残っているのは，自動車，自動車部品及び
砂糖だけである。ただし，自動車に関しては，ALADI（Asociación Latinoamericana de Integración































場をリードしてきた。このうち，GMは 1925年，フォードは 1912年に現地法人を設立し，第 2
次大戦前からの長い歴史を持つ。VWは 1953年，FCAは前身のFiatが 1973年に，それぞれ進出































































































































表 3-2　TOYOTA ARGENTINA S.A.のIMV用部品サプライヤー
（出所）TASA資料[2013]を基に筆者作成。











































































































第 3 節d 欧米系，現地系でもTSを実現するSPTT〜部品調達でも進むトヨタの能力構築〜
SPTTのルーチンとは
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